使用フィルム 
画面サイズ 
レンズ 
ファインダー 
距離調節 


シャツター 
露光調節 


フイルム感度 
フイルム装てん 
フイルム給送 
フラッシュ 


135 (3 已 mm ) □-ルフィルム （ DX マーク付き） 

24 mmx 3 已 mm 

フジノンレンズ4群4枚 f 二 38 mm 〜日 Omm 1: 7.0 〜1:1 1.5 

実徹式ズームファインダー0.42倍〜日.87倍 AF フレーム近距離補正マーク AF ランプ 

アクティブオートフオーカス日.目 m 〜の AFn ック付さ 

遠景モード（レンズ遠距離セット、フラッシュ発光停止） 

AF ランフ(点打：撮影距離 0 K 、 点滅： 撮影嚴囲外警告） 

プ n グラム式電子 シャッ タ ー(1 /1 .4 秒〜1/3巨0秒） 

自動調節 

連動範囲 ( ISO 100) W : EV 1 1.5(*巨.巳）〜1目.3 

T : EVl 3.9 (*7.9)〜17.日 （* はフラッシュ発光停止時） 

自動設定 （ DX 方式による）に0日〇〜32日日 
才ート n — ディングち式 

電動式自動巻き上げ自動巻さ戻し途中きき戻し可能（途中巻さ戻しボタンによる） 

な輝度自動発光スームフラッシュ充電時間：約7秒 

な輝度自動発光モード/赤目軽減モード/強制発光モード/発光停止モード/ 

夜景ポートレート（スロー シンク n ) モード 
赤目軽減モードのちま： LE □プレ照射 

電子式3コマ連写可能作動時間：約10秒途中解除可能セルフタイマーランプ付き 

フィルムカウンター（順算式）撮影モードセルフタイマーモードデート電池容量フラッシュ充電中 

単3あアルカ U 乾電池吕本 

デート機能三脚ねじ巧付き 

11日. Ommx 日7.巳 mmx 4 巳.已 mm ( 突起部除く） 

18日呂履池別） 


〒〇 60-0002 キ L 情巿中央区化2ま西 4-2 化慢 H 井ビル別巧 
〒980-0811仙台巿青窠区一を町 4-6-1 仙を第一生命タワービル 
〒106-8620ま京が港区西おホ 2-26-30 
〒460-0008を古屋巿中区栄 2-10-1 9ち古屋商工会話巧ビル 
〒541-0051大限ホ中央区備後町 3-5-11 

〒732-0816広島巿南区比を山本町 16-35 広島度業文化センター 
〒812-0018福岡ホ博を区な吉 3-1-1 


-ビル 


参お賈い上げ製品じついてのお問い合わせは… 

富±写真光後株式会社カメラき業部営業部干 331-9624 埼玉県さいたまホ化区植竹町 1T 目324番地 TEL(048)668-2236 

※ただし平成15年3百31日までは埼玉県さいたま巿植か巧1下目324を化 
• 光なお品のお問い合わせはこちらでをみります 
宮±フイルムキし巧営業巧巧（富±写真光楼お問いをわせ電話） 

宮±フイルム仙台営業巧内（富±写真光楼お問いをわせ電話） 

宮±フイルムま京販売部內（富±写真光機お問いさわせ電話） 

宮±フイルムを古屋営業巧内（富±写真ホ機お問いをわせ電話） 

宮±フイルム大阪ま巧巧（富±写真光樓お問い合わせ電話） 

宮±フイルム広島営業巧巧（富±写真光楼お問いをわせ電話） 

富±フイルム福岡営業巧內（富±写真光磯お問いさわせ電話） 

•お買い上げ製品の修理のをがは… 

ネ L 情：宮±フイルムサービスステーシヨン 
仙台：富±フイルムサービスステーシヨン 
ま京：富±フイルムサービスステーシヨン 
富±フォトサロン.ま京 
を古屋：宮±フイルムサービスステーシヨン 
大阪：富±フイルムサービスステーシヨン 
富±フォトサロン-大阪 
広島：宮±フイルムサービスステーシヨン 
福岡：宮±フイルムサービスステーシヨン 

※止お、日垣、巧日、年ホ年抬は休業させていただきます。その他夏巧等休業させていただく場きがあります。 

♦ちを.名古屋、大巧：ち±フイルムサービスステーシヨンは、を常の±雇日（巧日、年ホ年お、夏期かお jy か） 

ただし，きけ-忘し業務のみとをります。 

♦宙±フォトサロン • ま京、大あは受け巧し業をのみです。 

♦富±フイルム製品のお問いをわせは… 

わ客♦まコミュニケーションセンター(月曜日〜を曜日午前9 : 30〜午後5 : 00) TEL (03) 3406-2981 
富±フイルムホームぺージ http://www.fujifilm.co.jp/ 

Printed in Indonesia 


デ 060- 加02キ L 情巿中央区化2条西 4-2 化慢兰井ビル別巧 
〒980-0811仙台巿青葉区一を町 4-6-1 仙台第一生命クワ- 
T105-0022 ままが港区巧岸 1-9-15 竹芝ビル 
〒104-0061ま京都中央区が座 5-1 銀座ファイブ 
〒460-0008を古屋巿中区栄 1-12-19 
〒541-邮51大お巿中央区が後町 3-2-8 大阪長をビル 
〒530-0001大阪巿北区梅田 1-9-20 大のマルビル 
〒732-0816広島巿南区比を山本町 16-35 広島を業文化センター 
〒812-加18福岡巿博を区住吉 3-1-1 


は営業しております。 


TEL (011)218-5575 
TEL (022)216-6960 
TEL(03) 3406-2387 
TEL (052) 203-5262 
TEL (06) 6205-6421 
TEL (082) 250-0755 
TEL (092) 281-0255 


TEL (011)222-3973 
TEL (022) 265-2149 
TEL (03) 3436-1315 
TEL (03) 3571-9411 
TEL (052) 202-1851 
TEL (06) 6260-0915 
TEL (06) 6346-0222 
TEL (082) 256-3511 
TEL (092) 281-4863 


FGS- 204112 -002 


I カメラの特長 I 


このたびは、鱗社製品をお買い上げいただをありびとうございます。 
この説明書の内容をよくご理辭の上、正しくご使用ください。 

■3 己 mm コンパクトカメラ 

♦簡単才ートフオーカス 2.4 倍ズーム （38 mm 〜白〇 mm ) 

♦暗いところでも安むの低輝度自動発光ズームフラッシュ 
•多夥な撮影モード 
•セルフタイマー機能付き 


同栖品 

この製品には、カメラ本体 iU 外に公 
下の付属品び同捆されています。箱 
を開けたとをにご確認ください。 

□単3おアルカ U 乾電池2本 
□ソフトケース□ストラップ 
□ 使用説明書 □ 保証書 


主な仕様 


A ま意 


/?\力ラを城らしたり、城れた手で細ったりしないでください。感電の原因となることびあります。 

A 自鼠車や自動車■列車などを運転している人に向けて、フラッシュ発光撮影をしないでください。交通事故な 
どの原因となることびあります。 

A 電池の©©を誤って装てんしないよラにご注意ください。電池の破裂、液をれにより、発乂、けびや周囲を巧 
損する原因となることびあります。 


I 取扱上のお願い 


1. カメラは精密機器ですから、水にめらしたり、落とし 
たりしてショックを与えないでください。 

⑩海辺やル雨の中などで使巧するとをは、水び掛から 
ないよラにご注意ください。また、砂の掛かりやす 
いところには置かないで<ださい。 

③力ラケースに入っていても、落としたり、固いも 
のにぶつけると故障の原因になります。また、振動 
び加わるところ（自動車のトランクなど）に放置し 
ないでください。 

2. このカメラはマイク□コンピューターによって制御さ 
れているため、ごくまれに力^ラび誤作動する場合び 
あります。このよラなときは、電池をいったん取り出 
し、再度入れ直してください。 

3. 長時間お使いにならないとさは、高湿-多湿-有害ガ 
ス（タンスの中のナフタリン、しよラのラ他）■ホコ 
U などの影響のみない、風通しの良いところに保管し 
て < ださい。 

4. 閉め切った自動車の中などに長時間放置しないでくだ 
さい。 

5. 飛行機をご利用の際、未現像のフイルムやフイルムの 


入ったカメラは機内持ち込みされることをおすすめし 
ます。預け入れ荷物に入れた場合、 X 線検査でカブ U 
などの影響び出る場合びあります。 

日.レン又冉 F 窓、ファインダーなどび巧れたら、プ□アー 
ブラシでホコ U をもい、 柔らかい巧で軽くふさとって 
ください。それでを取れないときは、富±フイルムの 
レンズク IJ 一ニングペーパーにレンズク U —ニング U 
キッドをみ量つけて、軽くふいてください。アルコー 
ル、ベンジンなどの有機溶剤は使わないでください。 

7. フィルム室にホコリびあると、フィルムを傷つけるこ 
とびあります。ブ□アーブラシで化って清掃してくだ 
さい。 

8. フィルムの装てん-取り出しは、直射日光を避けて行っ 
て < ださい。 

日.この力六ラの使用温度範囲は一] 0む〜+40むです。 

10.寒;令地では電池の性能び低下しますので、巧服の内側 
に入れるなどして、温めてからご使巧<ださい。なお 
一時的に性能の低下した電池は、常湿に戻れば性能び 
回復します。 


アフターサービスについて 


お手持ちの製品び故障した場合には、次の要領で修理さ 
せていただきます。ご購入店または實±フイルムヴービ 
スステーションに直接お申し出ください。それ L ソがの責 
は、ご容赦いただをます。なお、保証、使い方などのご 
不明な点につきましても、裏面記載の薛社カメラ事業部 
営業部かお近くの實±フイルム営業所や實±フイルムヴー 
ビスステーションをご利用ください。 

• 缉料修!ま 

故障した製品についてはご購入年月、販売店名の記入され 
た、ご購入曰より1年政内の保証書び添付されている場合 
には、巧証書に記載されている内容の範囲巧で、無料修理 
させていたださます。 

* 詳しくは、保証書に記載されている製品な証規定をご覧 
<ださい。 

•有料修理 

保証期間を過ざた修理は、原則として有料となります。保 
証期間内であってわ、下記のよラな場合はすべて有料とな 
ります。また運賃諸掛かりは、お客様にてご負担願います。 

1. 修理ご依頼の際、保証書の提示または添付のないちの。 

2. 保証書にご購入年月、販売店名び記入されていない場合、 
または記載事項び訂正された場合。 


3. 富±フイルムサービスステーションしソ外で分解、修理さ 
れたちの。 

4. 火災、地震、風水害などの天災による損傷、故障。 

5. お取扱上の不を意（使巧説明書が外の誤操作、落下、衝 
撃、水掛かり、砂•ミ尼の付着、カメラ内部へのか-砂- 
ミ尼の入り込みなど）、保管上の不備（高温を湿やナフタ 
リン、しよラのラの入った場戸斤での保管）、お手入れの 
不備（かび発生など）により生じた故障。 

目.前記な外で弊社の責に帰すことのでさない原因により生 
じた故障。 

7.各部点検、精密検査、分解掃除などを特別に依頼された 
をの。 

>修理す能 

浸（冠）水、強度の衝撃、その他で損傷がひど<、故障前の 

性能に復元でさないと思われるわの、および部品の手当び 

困難なをのなどは修理できない場合をありますので、お近 

くの富±フイルムサービスステーションにお問い合わせく 

ださい。 


m FUJIFILM 


35mm し ompact し amero 




二'使用前に必ずお読みください。 


202B1 0229501 


田 


四 FUJIFILM 


富±写真光機株式会社 


0絶対に分解しないでください。感電の恐れびあります。 

A 落下などにより内部び露出したときは、絶対に細れないでください。高圧回路びあり感電する恐れびあります。 

^カメラ（電地）び熱くなる、煙び出る、焦げ臭いなどの臭萬を感じたと去は、ただちに電池を取り出してくださ 
し、。発火ややけどの恐れびありまず（電池を取り出ず際、やけどには十分ご注意ください)。 

Q フラッシュを人の目に近づけて発光しないでください。一時的に視力に影響することびあります。特に乳幼児 
を撮影するときは気をつけてください。 

A 力^ラを水中に落としたり、巧部に水または金属や異物などび入ったとさは、ただちに電池を取り出してくだ 
さい。発熱-発火の恐れびあります。 

A 引义性の高いガスび充満している場所や、ガソリン、ベンジン、シンナーなどの近くでカメラを使巧しないでく 
ださい。爆発や発火-やけどの恐れびあります。 

A 力六ラは乳幼児の手の届かないところに置いてください。乳幼児び誤ってストラップを首に巻き付けると、窒 
息する恐れびあります。 

A 電池の分解、加熱、火中への巧入、充電、ショートは絶対にしないでください。破裂の恐れびあります。 

^指定 i ；! 外の電池を使わないでください。発熱-発义の恐れびあります。 

A 電池は乳幼児の手の届かないところに置いてください。乳幼児び誤って飲み込む恐れびあります。万一飲み込 
んだ場をには、ただちに医師の診察を受けてください。 


A 警告 


使用説明書 


* 仕様-性能は、予告なく変更する場合びありまずのでご了承ください。 


C€ 

このマークは、安全性、衛生、環境及び消賣ち巧畫に関する EU (欧州 


■この使用説明書の表記について 

連合）の要ボ事項を、裝品が満足していることを証巧するちのです。 


腔= :參荀〔なる情報などの記載 

(CE とはヨー□ッパ認定 (Conformite Europeenne) の略） 


水：ミち意などの記載 


^■ち全にご使用いただくために 


♦この製品および付属品は、写真撮影 iU がの目的に使用しないでください。 

♦製品の安全性には十分配慮しておりまずが、下記の内容をよくお読みの上、正しくご使巧ください。 
♦この説明書はお読みになった後で、いつでも見5れるところに必ず保管してください。 


A 警告 

A 注意 

この表示を無視して誤った取り扱いをすると、人び死 t 
または重傷を負ラ可能性び想定される内容を示していま 
す。 

この表示を無視して誤った取り扳いをすると、人び傷善 
を負ラ可能性び想定される内容、および物的損害のみの 
発生び想定される内容を示しています。 


-示源他さ0 
7 さ 
イ表 重 
夕のさく 
の晶 量 
セ液電そ大質 


このよラなときは ■ 

■操作中このよラなとさは… 


このよラなとさは 

ここをチェック 

こラしてください 

シャッターび切れない。 

① "〇"び点滅していませんか。 

② 電源は入った状態にセットされて 
いますか。 

③ "心|び点滅していませんか。 

④ " £ 1’び表示されていませんか。 

①新しい電池に交換してください。 

風電源ボタンを操作して、撮影可能な状態 
にセットしてください。 

③ フラッシュ充電中です。‘ち|’び点滅しな 
くなるまでお待ちください（フラッシュ充 
電時間は約7秒)。 

④ フィルムを取り出して、未使用のフィル 
ムを装てんしてください。 

フィルムを入れて裏ぶたを開 
めたび、び点滅している。 

♦フィルムの先端を FILM TIP マーク 
まで引き出して正しく装てんしま 
したか。 

♦フィルムの先端を FILM TIP マークまで引 
き出して、正しく装てんし直してくださ 
い。 

フィルムを入れて裏ぶたを閉 
めたび、フィルムび巻さ戻さ 
れ、‘£"び表おされる。 

♦フィルムを取り出ずとさに、モー 
ターが止まり" £" び表示される前 
に裏ぶたを開けませんでしたか。 

♦フィルムを取り出ずとさには、必ずモー 
ターび止まり" £" び表示されたことを確 
認してから裏ぶたを開けてください。 

途中でフィルムび巻を戻され 
てしまつた。 

♦撮該中にな!1ボタンを巧しませんで 
したか。 

♦フィルムび入っているときは、妊!!ボタン 
を押さないよラにご注意ください。 

セルフタイマーびセットで去 
ない。 

♦デート修正モードになっていませ 
んか。 

♦デート修正モードを辭除して<ださい。 

"公"び点ミ威し、シャッターび 
切れない。 

• カメラの故障です。 

•醉社サービスステーションにお問い合ね 
せ < ださい。 


■プ IJ ントびこのよラなとさは… 


このよラなと去は 

ここをチェック 

こラしてください 

画面びぼんやりしている。 

① AF 窓をかくして撮影しませんでし 
たか。 

⑤ 被写体のねらい方は適切でしたか。 

③ レンズび巧れていませんか。 

④ カメラのプレではありませんか。 

⑥ 近距離撮影時に ii モードで撮影し 
ていませんか。 

① AF 窓をかくさないように力六ラを正しく 
構えて < ださい。 

③ AF フレームでねらって撮影または AF □ッ 
ク撮影してください。 

③ レンズをきれいにしてください。 

④ カメラをしっかり構え、シャッターボタ 
ンを静かに巧してください。ス□ーシャッ 
ター時は=脚を使巧してください。 

⑥ iA モード L ソがで撮影してください。 

画面び暗い。 

①暗いところでのフラッシュ撮影で、 
被写体び遠すぎませんでしたか。 

霞フラッシュ撮影時にフラッシュ発 
光部に指び掛かっていませんでし 
たか。 

③窓隙などの逆光撮影ではありませ 
んでしたか。 

①規定のフラッシュ撮該範囲内で撮影してく 
ださい。 

③フラッシュ発光部に指を掛けないでくださ 
い。 

③ちモードにセットして撮影してください。 

デート（年月曰/時分）びをっ 
ていない。 

♦電池を入れたとさ、ちしくは電池 
交撰時に修正しましたか。 

♦電池を入れたとき、をしくは電池を交換 
したとをは、年月日と時間を修正してく 
ださい。 

デートび写し込まれていない/ 
はっさり写らない。 

① デートモードを— . " にして 

撮影しませんでしたか。 

② デートの写る位置に、白-黄•だ 
いだい色などの明るいちのびあり 
ませんか。 

①" ." じ(がのデートモードを選択して 

撮影して < ださい。 

③デートの写る位置に、なるベ<明るいを 
のびこないよラにしてください。 


準備編 


ストラップを取り付けます 





ストラップ取り付け部にストラップを通し、取り付けます。 


市販のストラップをご使巧になる場合は、ストラップの強度をご確認の上、ご使巧くだ 
さい。携帯電話、 PHS 用ストラップは軽量機器用ですので、ご使巧の隱は特にごを意く 
ださい。 


2. 電池を入れます 


■使用する電池 

★単3おアルカリ乾電池2本 

撮影前には必ず電池容量をチェック 
して < ださい。 

* 電池を交換した場合には必ずデートを合 
わせてくださレ。 

キ必ず2本とち新しい、同じ銘柄■種類のち 
のを使用してください。 

* Ni - Cd 電池は使用しないでください。 

* アルカリ乾電池では約24日コマ撮影でを 
ます（当社試験条件による)。 

* 旅行やたくさん写真を撮られるときは、 
万一の場合に備えて予備の電池をご用意 
ください。特にミ毎がでは地域によっては 
電池の入手び困難な場合びあります。 

キ気温びおいときには電池の性能び低下し 
ます。電池をポケットの中などで温めて 
からご使用ください。 



〇電池ぶたを開けます。 

©表示に従って電池を入れます。 
©電池ぶたを閉めます。 

* 電池ぶたに無理な力を加えないでください。 


. 電池容量の チェック 


〇 巧 

:点灯 

@ 口 

» ' ■ 

:点灯 

© :か 

:点滅 

•' !、、 



電源を入れ、液晶表示部で電池容量 
をチェックします。 

〇電池の容量は OK です。 

©電池の容量が不足しています。 

新しし價池を準備してくださし、。 
©電池容量がな<なったため、シャッ 
ターは切れません。新しい電池に 
交換してください。 

* 撮影前には必ず電池容量をチェックして 
ください。 

* 電池の交換は撮影途中のフィルムび入っ 
ていても巧能です。 


. デート（年月日/時分）の合わせ方 


電油を入れたとさ、あるいは電池を交換したとさ デートを合ね甘なには 



r " 年"が点滅し、デート修正モ- 
0ます。 

■設定範囲 


ドにな 


年 

月 

時 


|〇2〜’32に002〜203 2) 
1〜1吕 日：1〜31 

〇〜23 分： 00-59 


©曰付/セレクトボタンを押すと、 
次の設定項目に移ります。 

腹■"年"一"月"一"日"一"時’一"分"の順 
に項目が移ります。 


せを終了します。 

時報に合わせたいとさは、時報のゼ〇 
秒時に日巧/セレクトボタンを巧しま 
す。 

*1 ‘年月日’は"時分’に連動して変わります。 


•修理部品の保有期間 

この製品の補修巧部品は、製造打ち切り後已年を目安に保 

有しておりますので、この期間中は原則として修理をお引 

さ受けいたします。 

なお、部品な有期間終了後でわ修理でさる場合をありまず 

ので、詳しくはご購入店かお近くの富±フイルムサービス 

ステーシヨンにお問い合わせください。 

♦修理ご依頼に際してのごま意 

1. 保証規定による修理をお申し出になる場合には、必ず保 
証書を添えてください。 

2. ご購入店や富±フイルムサービスステーシヨンで、ご指 
定の修理箇所、故障内容を詳し<ご説明ください。故障 
の状態によっては、事故となったフィルムなどを添えて 
くださると修理作業の参考になります。 

3. 修理箇所のご指定びないときは、蝶社では各部点検をは 
じめ品質、性能上必要と思われるすべての箇所を修理し 
ますので、料金び高<なることびあります。 

4. 修理料金び高く見込まれる修理のとさは roooo 円が 
上は連絡してほしい」と金額をご指定ください。ご指定 
のないとさは目，000円しツ内の料金で修理完了する場合 


は修理をすすめさせていたださます。 

已.修理に関係のない付属品類は、紛失などの事故を避ける 
ため、修理品から取り外してお手をとに保管してくださ 
い。 

日.修理のために製品を郵送される場合は、ご購入時の外箱 
などに入れてしっかり包装し、必ず書留ル包でお送りく 
ださい。 

7. 修理期間は故障内容により多少違いますび、厳重な調整 
檢査を行いますので、普通修理品の場合は富±フイルム 
サービスステーションで、お預かりしてか5通常7〜 
1日日位をご予定ください。 

♦海外旅行中の故障 

海外旅行中に故障した場合は、ミちが各地の富±フイルムお 
が支店または富±フイルム代理店をご利用ください。富± 
フイルムミ毎か支店、代理店の所在地一覧表はお近<の富± 
フイルムサービスステーションにおたずねください。なお、 
ミ毎がでの修理は対応できない場合びありますので、あらか 
じめご了承ください。 


已-デートモードの選択 


デートを合わせた後 

デートを変更するには 



デート（年月曰/時分）は写真のち 
下に写し込まれます。 


1 - 1 

年月日 

月日年 

日ち年 

0占 

+ 

_ 


卜 

離 承 Q - 

でット 

广 '''s 


曰巧/セレクトボタンを押すと、デ 
ートモードを選択でをます。 


觀が Q ゴ〇 

a ◎ よ ◎ 

かか 

f © 

思ち豕〇と。 

除夏 ) 支 © 

巧かか 

fw。 1 

D 或心 

r \ r 1 


〇電源を入れて、曰付/セレクト 
ボタンを2抄 iU 上巧し続けます。 


* 写し込まれたデート表示び背景によって 
は見えにくくなる場合びあります。 

* 曰付の写し込みはフイルムび巧のコマに 
巻を上げられるとさに巧われますので、 
規定枚数 iU 上撮影した場合、最後のコマ 
には写し込まれないことびあります。 


腐デー トモードは図のよラに切り誓わり 
ます。 


‘ . ’を選巧すると、写真にデートは 

入りません。 


日"が点滅し、デート修正モードにな 
0ます。 

©上の©〜®と同様に、セットボ 
タンで数字を修正、曰付/セレ 
クトボタンで項目を移動します。 
陪"日"一"時"一"分"一"年"一"月"の順 
に項目が移動します。 

"月"をちわせたら、曰付/セレク 
トボタンを押して終了します。 













































































































































. フイルムを入れます 



電源を入れう 

J 取 影 t — ドを 巧 J /、 、し^。。 

腹■表术なし一巧)一ち一呂の 
順に切り誓わります。 


、ノ J ノ —个ノ J ノづ/レム XI ス:讯 U ロ ザ ui • 11り 


ホ自動的にフラッシュ 


約1秒間赤目軽減ランプが点灯した 
後、フラッシュび発光します。 


I 赤目現象を軽減します。 


-♦ホ目現象Iしついて ♦ - 

人物を暗いところでフラッシュ 
撮影した場合、目び赤く写る 
ことがあります。これは、フ 
ラッシュの光が目の中で反射 
することにより起こる現象で 
す。赤目を起こりにくくする 
ためには、赤目軽減モードを 
使用すると共に、 

♦撮られる人にカメラの方に視 
線を向けてちらラ 
• なるベ<近づいて撮影する 

などするとより効果的です。 


ち強制発光モード 



惊隙ゃ木陰などの逆光撮影に使巧します。 I 

明るいところでちフラッシュが発 
光します。 


甚杰編 BMW 



電源ボタンを押して電源を入れま 
す。ちラー度押すと電源が切れます。 
電源を入れるとレンズカバーが開击、 
液晶が表示され まず。 


* 電源を入れたまま約7分間放置すると、電 
源は自動的に切れます。 


電源を入れるとをにレンズ部を指で押さ 
えなレでくださレ。 



外箱とパト□ーネ（フィルムの容器) 
に DX マークがある3日 mm フイルムを 
使用しまず。 


• DX マークのないフイルムは旧日100 
の感度にセツトされます。 

•フイルムの装てん•取り出しは、直射 
曰光を避けて行ってください。 


〇フイルムが装てんされていない 
こと、フイルムカウンターが表示 
されていないことを確認します。 
@畫ぶた開放つまみを動かします。 
©裏ぶたを開けます。 


* 撮影途中のフィルムび入っているとをは絶 
対に裏ぶたを開けないでください。フィル 
ムを取り出す場合は、 r 撮影途中でフィル 
ムを取り出すには」をご参照ください。 

* 裏ぶたに無理な力を加えないでください。 


フイルムを入れます。 


パト□ーネを押さえなび5、フイ 
ルムの先端を FILM TIP マークまで 
引を出し、スプールの上にのせます。 


* フイルムび浮を上びらないよラに、パト 
□—ネの角度を調節してください。 

* フイルムの先端びスプールの上にのって 
いることを確認して < ださい。 

* フイルムを長く引き出しずぎたときは、 
フイルムを一度取り出して長さを調節し 
てくださし、。 

裏ぶたを閉めます。 

陪フイルムが自動的に1コマ目まで送5 
れます。 


* フイルム確認窓を通して、装てんしたフイ 
ルムの種類、フイルム枚数、フイルム感度 
び確認できます。 

が表示されていることを確認し 
ます。 


フイルムび正しく装てんされていないと、 
び点減しまず。撮影可能なフイルム 
を正しく装てんし直してください。 


■卜 


] 


醜卜⑩田ゴ〇 

。◎ミ 


雲^ 


r フラッシュ撮影範囲1 
フイルム感度によってフラッシュ 
光の届く範囲び異なります。暗い 
ところではフラッシュ撮影範国に 
ミち意して撮影してください。 

■フラッシュ撮影範囲 


ボタンを押すと、 

盟おでキ丰才. 


フィルム感度 

広角 (38 mm ) 

望遠(日 0 mm ) 

ISO 

100 

0.9 〜 

2.6 

0.9 

〜 2.0 

に0 

400 

0.9 〜 

5.2 

0.9 

〜 4.0 

に0 

800 

0.目〜 

7.3 

0.9 

〜已.日 

に0 

1已〇〇 

0- 日〜 

10.4 

0.9 

〜 8.0 



I 通常の撮影に使 j 


—- v - w — は 化 a *7 •>•>■<、 


暗いところでI; 
び発光します。 


赤目軽減ランプび点なしている間、 AF ラ 
ンプは点灯し続けます。 AF ランプび点灯 
してからフラッシュび発光ずるまでカメ 
ラを動かさないでください。 




. 撮影モードの選択 



•お輝度自動発光モード、赤目軽減モードは、電源び切れてを保持されます。 

•強制発光ド、発光停止モードは、電源び切れると自動的に解除されます。 

•遠景モード、夜景ポートレートモードは、撮影後または電源び切れると解除されます。 


. さあいぶいぶ撮影です 


E 

.AF ( 才ートフォーカス）□ック撮影 ^ 


已 

. フイルムを取り出します/撮影途中でフイルムを取り出します 



電源を入れ両脇を締め、カメラを 
両丰でしっかり構えます。 

縦位置撮影ではフラッシュ発光部が上 
にくるように構えます。 


* レンスやフラッシュ発光部、 AF’AE 窓に 
指やストラップび掛か6ないよラにして 
くださレ。 


大切な撮影（結婚式や海が旅斤、業務用途など）の前には試し撮りをして、カメラび正常 
に機能することを確認して < ださい。 



このような構図では AF フレームが 
被写体（この場合は人物）か5外れ 
ています。このままでは被写体に 
ピントが合いません。 



被写体を大きく写したいときは、 
ズームボタンのけ]マーク側を押し 
て望遠側にズームします。広い範 
囲を写したいとさは、区巧マーク側 
を押して広角側にズームします。 


* 撮影でをる範囲は、日. 9 m 〜〇〇です。 



AF フレーム全体を被写体が満たす 
よラにね5います。 



シャツターボタ ンを半巧しします。 
b ^ AF ランプ（緑）が点むすれば、ピント 
合わせは完了です。 


* 被写体に約 90 cm より近づくと、 AF ラン 
プび点滅し、ピントび合わないことを警 
告します。さらに約4已 cm より近づくと、 
AF ランプは点なすることびありますび、 
ピントは合いません。 



シャツターを 切ります。 

フイルムが;夕のコマまで送られます。 
フイルムカウンターの数字は撮穀のた 
びに1コマずつ増えていさます。 


*AF ランプ、赤目軽減/セルフタイマーラ 
ンプは、いつたん消えてからシャッター 
び切れた直後にをラ]回点：なします。 

* フラッシュ充電中（液晶表示部の"ち’点滅 
中）はシャツターは切れません。 


|— ♦AF の苦手な被写体について ♦ - 

なのよラな場含、まれにピントび合わないことびあります。このよ 
ラなときは、 AF □ック撮影、遠景モード撮影を行ってください。 
•被写体の近くに太陽などの明るい光源や反射光（車のフ□ントガラ 
ス、波の反射など）がある場合 
• 画面の中央部付近に鏡、金属面などの反射面びある場合 
• 髪の毛など黒くて光を反射しにくい被写体の場含 
• 炎や煙などのよラに実体のないちのの場合 
♦ガラス越しの撮影の場含 



AF フレームに被写体び入るよラに 
カメラを動かします。 



そのままシャッターボタンを半押 

し （AF □ック）します。 

i ^ AF ランプ（緑）の点打を確認します。 


シャツターボタンを半押し （AF □ツ 
ク）したまま最初の構図に戻して、 
シャッターを切ります。 


*AF □ック操作は、シャツターを切る前な 
ら何回でちやり直せます。 




撮影距離が約！.已 m より近い場合は、上図のに]の範囲が写ります。被 
写体がに]の範囲内に収まるよラに構図をミ央めます。 



お距鄙撮穀では、ファインダー窓から見える麗囲と写る範囲にズレび生じます（ファ 
インダー窓と撮影レンスの位置び違うため)。近距離補正マークは、ファインダー窓か 
ら見える嚴囲と実際に写る範囲の目安になります。 




フイルムを取り出すには 



最後の1コマを撮り終わるとレンズ 
部が収納され、フイルムが自動的 
に卷を戻されます。 

きき戻しが完了ずると、 " f " が表示さ 
れます。 


* 規定枚数 iU 上撮影でをる場合びあります 
び、最後のコマはプ U ントされないこと 
びあります。 


必ずモーターび止まり"び表示された 
ことを確認してください。 "£ "び表おさ 
れる前に裏ぶたを開けようとすると、次 
のよラな恐れびありまずのでごミ主意<だ 
さし'!。 

•フイルムび感光する。 

•次のフイルムを入れたとさにすぐに苔 
を戾されてしまい、 "£ "び表示される。 



〇裏ぶた開放つまみを動かします。 
©裏ぶたを開けます。 

©フィルムを取り出します。 


* 裏ぶたに無理な力を加えないでください。 


G 撮影遠中でフイルムを取り出ずには 


〕 


I じ日ぶ好 


云を 


>◎ 





ボールペンの先などでなボタンを 
押します。 

巻を戻しが完了すると、が表示さ 
れます。 

* Oil ボタンは、先端のとびったちので押さ 
ないでください。 


モーターび止まり" r’ が表示され 
たことを確認してからフイルムを取 
0出して < ださい。 


巻を戻したフイルムは再撮影でをません。 
撮影途中でフイルムを現像に出したいと 
きががは、022ボタンを押さないでくだ 
さい。 


—♦カメラにフィルムが入っているとさのご注意 ♦ - 

•撮影違中のフィルムが入っているとをには、絶対に裏ぶたを開け 
ないで < ださい。 

途中で裏ぶたを開けると、撮穀済みのフィルムが感光してしまいます。 

裏ぶたを開けると、フィルムカウンターは"!"に リセ ットされます。 

万一裏ぶたを開けてしまったときは、 

〇フィルムを取り出さず、そのまま裏ぶたを閉めてください。 
©残りのコマは続けて撮影できます。 

*畫ぶたを開けるとフイルムカウンターび U セットされるため、正しいフイルム撮影コ 
マ数は表示されません。 


⑤発光停止モード 



室内照明を利用しての撮影、舞台や室 
内競技などのフラッシュ光び届かない 
距離での撮影などに使巧します。 


フラッシュの発光を停止しまず。 


* 暗いところで撮影するとをは、手ブレ防 
止のため兰脚の使用をおすすめします。 


ii 遠景モード 



風景をきれいに撮りたいときや、ガラ 
ス越しの遠景や遠い夜景の撮影などに 
使巧します。 


ピントが遠ちにセツトされます。 
フラッシュは発光しません。 


* 1回の撮影ごとに自動的に解除されます。 

* 暗いところで撮影するときは、手ブレ防 
止のため兰脚の使巧をおすすめします。 


因夜景ポ-トレ-卜(ス □- シンク日)モ-ド 



夜景をバックにした人物を撮影すると 
さに使用します。 


ス□—シャッターの赤目軽減モード 
(赤目軽減ランプが約1秒間点巧後、 
フラッシュ発光）になり、夜景と人物 
の両方をされいに撮影でさまず。 

* 1回の撮影ごとに自動的に解徐されます。 


夜景ポートレートモードでは、ス□—シ ヤツ ター 
になりますので、手ブレ防止のため必ず兰脚を 
使用してください。また、撮影中は撮られる人を 
動かないでくだごい。 


2. セルフタイマー撮影 



電源を入れ、のボタンを押します。 
セルフタイマー撮影では、連続撮影 回 
数 （3 コマまで）を選択でをます。 

臨'"の！ " 一"の S ’’一‘‘の3 " の順に切り 
誓わります。 


* セルフタイマーモードでは、撮影モード 
ち選択可能です。 



構図をミ夫めて、シャツターボタンを 
押します。 

b ^ AF フレーム 内に見えるちのにピント 
が合い、セルフタイマーがスタートし 
ます。 


*AF □ック撮影ち巧能です。 


カメラの前に立ってシャッターボタンを 
押さないで<ださい。ピンボケや露光不 
良になることびあります。 


3 

、レ 


巧?ぐ. 

弓?巧画 


セルフタイマーランプび約7砂間点 
口した後点減に変わり、約3砂後に 
シャッターが切れます。 

連続撮影を選択した場ちには、3砂 
〜10秒間隔で選択した回数の撮影 
び行われます。_ 

• スタートしたセルフタイマーモードを 
解除したいとをは、のボタンを巧して 
<ださし)。 

• セルフタイマーモードは、撮影後または 
電源び切れると自動的に解除されます。 



























































































































































































































































































































































































































































































